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犬
井
 
善
轟
 
 

（
こ
 
 

西
に
向
ひ
、
手
を
合
せ
、
高
声
に
十
念
唱
へ
給
ひ
て
、
最
期
の
詞
ぞ
哀
れ
な
る
。
 
 

埋
木
の
花
咲
く
こ
と
も
な
か
り
し
に
実
 
（
身
）
 
の
な
る
果
ぞ
悲
し
か
り
け
る
 
 

是
を
最
期
の
詞
に
て
、
太
刀
の
先
を
腹
に
突
き
立
て
、
僻
様
に
貫
か
つ
て
ぞ
失
せ
 
 

（
1
）
 
 
 
ら
れ
け
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
巻
第
四
「
宮
御
最
期
」
の
章
、
源
頼
政
の
最
期
を
語
る
一
節
で
あ
る
。
 
 

（
2
）
 
 

物
語
の
語
り
手
は
、
こ
の
一
節
に
続
き
、
次
の
よ
う
な
自
己
の
感
想
を
語
る
。
 
 

其
の
時
に
歌
詠
む
べ
う
は
な
か
り
し
か
ど
も
、
若
う
よ
り
強
ち
に
好
い
た
る
道
な
 
 

れ
ば
、
最
期
の
暗
も
忘
れ
給
は
ず
。
 
 
 

そ
の
歌
は
、
平
氏
全
盛
の
世
に
あ
っ
て
、
源
氏
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
平
氏
方
に
身
を
 
 

置
い
た
自
身
を
「
埋
木
」
と
捉
え
、
「
花
咲
く
事
も
な
か
り
し
」
 
つ
ま
り
栄
華
は
望
む
べ
 
 

く
も
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
、
こ
う
や
っ
て
自
害
し
て
行
く
こ
と
で
「
実
の
成
る
果
て
」
 
 

つ
ま
り
更
な
る
栄
華
は
あ
り
得
ず
、
「
身
」
の
行
く
果
て
は
悲
し
い
こ
と
よ
、
と
「
死
」
 
 

を
見
極
め
た
頼
政
の
思
い
が
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
述
懐
歌
の
典
型
で
あ
る
。
 
 
 

治
承
四
年
≡
八
〇
）
 
五
月
、
平
氏
一
族
の
専
横
・
横
暴
に
対
し
て
、
保
元
の
合
戦
・
 
 

平
治
の
合
戦
を
通
じ
て
平
清
盛
に
従
い
平
氏
の
後
塵
を
拝
す
る
他
な
か
っ
た
源
氏
の
頼
 
 

政
が
、
高
倉
宮
以
仁
王
を
奉
じ
て
都
で
平
氏
討
伐
の
兵
を
挙
げ
、
敗
北
を
喫
し
、
近
江
 
 

の
三
井
寺
へ
、
更
に
奈
良
へ
と
逃
れ
、
途
次
、
宇
治
橋
と
平
等
院
に
お
け
る
合
戦
に
お
 
 

［
調
鍼
珊
軌
謂
相
調
詣
公
約
講
摘
］
 
 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
 
「
無
常
」
 
の
表
出
方
法
 
 

－
 
源
頼
政
の
死
と
平
忠
度
の
死
と
の
類
似
と
相
違
 
－
 
 

い
て
戦
い
破
れ
、
自
害
す
る
、
そ
の
最
期
の
折
に
「
埋
木
」
の
歌
を
詠
む
、
と
い
う
、
『
平
 
 

家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
頼
政
の
最
期
諦
に
は
、
そ
の
 
「
死
」
 
と
 
「
花
咲
く
こ
と
」
 
つ
ま
 
 

り
「
盛
」
 
の
な
か
っ
た
 
「
身
」
 
の
行
く
末
を
悲
し
む
述
懐
歌
と
い
う
題
材
に
よ
っ
て
、
 
 

（
2
】
 
 

（
3
）
 
 

こ
の
物
語
の
貫
一
主
題
で
あ
る
 
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
 
と
い
う
、
作
者
が
享
受
者
に
訴
 
 

え
よ
う
と
し
た
思
想
が
、
こ
の
部
分
の
主
題
と
し
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
こ
と
は
、
「
宮
御
最
期
」
の
章
に
お
け
る
頼
政
最
期
の
一
件
を
語
る
語
り
方
の
み
 
 

を
取
り
上
げ
て
も
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
物
語
の
巻
第
九
、
源
義
経
を
先
鋒
か
つ
 
 

大
将
と
す
る
源
氏
一
族
と
平
氏
一
族
と
の
一
の
谷
の
合
戦
に
お
け
る
平
忠
度
の
死
を
語
 
 

る
 
「
忠
度
最
期
」
 
の
章
の
語
り
方
と
対
照
し
、
そ
の
類
似
点
と
相
違
点
と
を
把
握
し
、
 
 

二
人
の
武
将
の
死
を
語
る
に
当
た
っ
て
の
 
「
同
じ
」
表
現
と
 
「
異
な
る
」
表
現
と
を
、
 
 

つ
ま
り
表
現
の
「
一
定
」
と
「
不
定
」
と
を
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
更
に
鮮
明
に
な
る
。
 
 
 

本
稿
に
お
い
て
、
『
平
家
物
語
』
の
頼
政
最
期
繹
と
忠
度
最
期
評
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

に
お
け
る
頼
政
の
死
の
語
り
方
と
忠
度
の
死
の
語
り
方
と
を
分
析
し
、
併
せ
て
、
両
者
 
 

を
比
較
対
照
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
主
題
が
、
そ
し
て
両
者
が
類
似
し
相
違
す
る
そ
 
 

の
こ
と
が
、
物
語
の
貫
一
主
題
 
「
世
は
無
常
で
あ
る
し
 
と
同
じ
主
題
を
提
示
し
て
い
る
 
 

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
以
て
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
が
、
物
語
の
ど
の
章
ど
の
話
に
 
 

お
い
て
も
、
時
と
人
と
場
と
い
う
題
材
と
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
事
件
に
相
違
こ
そ
あ
れ
、
 
 

主
題
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 
 

検
討
は
、
覚
一
本
系
統
の
流
れ
に
あ
る
流
布
本
の
本
文
に
基
本
的
に
は
拠
り
、
異
種
 
 

（
4
）
 
 

本
の
中
で
そ
の
本
文
が
流
布
本
の
対
極
に
あ
る
と
見
て
よ
い
延
鹿
本
を
適
宜
比
較
す
 
 

る
。
他
の
異
種
本
は
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
に
留
め
る
。
数
多
い
異
種
本
の
本
文
を
以
 
 

て
し
て
も
流
布
本
に
拠
る
検
討
と
同
様
の
見
方
が
出
来
る
、
と
判
断
す
る
こ
と
に
拠
る
。
 
 

（
二
）
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頼
政
が
以
仁
王
を
奉
じ
宇
治
で
平
氏
と
戦
っ
た
折
の
装
束
は
、
「
橋
合
戦
」
の
章
に
、
 
 

源
三
位
入
道
頼
政
は
、
「
今
日
を
最
後
」
と
や
思
は
れ
け
ん
、
長
絹
の
鎧
直
垂
に
、
 
 

科
皮
絨
の
鎧
着
て
、
態
と
甲
を
ば
着
給
は
ず
。
 
 

と
語
り
手
は
語
る
。
科
皮
絨
の
鎧
は
藍
色
革
に
歯
菜
の
菓
を
白
く
染
め
出
し
た
革
の
鎧
 
 

で
、
地
味
な
色
調
で
あ
る
－
延
慶
本
の
語
り
手
は
「
黒
革
威
ノ
鑓
ヲ
着
テ
」
「
属
モ
ワ
ザ
 
 

ト
黒
キ
馬
ニ
ゾ
乗
タ
リ
ケ
ル
」
 
と
、
馬
を
含
め
て
黒
ず
く
め
、
壮
年
の
強
者
と
敵
を
欺
 
 

く
出
で
立
ち
を
強
調
し
て
い
る
－
。
続
い
て
示
さ
れ
る
頼
政
の
嫡
子
仲
綱
の
装
束
が
、
 
 

赤
地
の
錦
の
直
垂
に
、
黒
糸
絨
の
鎧
な
り
。
弓
を
強
う
引
か
ん
が
為
に
、
こ
れ
も
、
 
 

甲
を
ば
着
ざ
り
け
り
。
 
 

と
、
黒
糸
鍼
と
い
う
壮
年
の
鎧
の
絨
色
で
は
あ
る
が
、
鎧
直
垂
は
赤
地
の
錦
と
い
う
か
 
 

ら
若
向
き
の
色
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
頼
政
・
伸
銅
父
子
共
に
兜
を
着
け
 
 

な
か
っ
た
と
語
っ
て
、
両
人
の
必
死
の
覚
悟
を
語
り
手
は
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
宮
御
最
期
」
 
の
章
に
お
い
て
、
橋
合
戦
で
負
傷
し
た
頼
政
の
最
期
が
語
ら
れ
る
。
 
 
 

猟
ヨ
他
刃
剋
刷
1
七
十
に
余
り
て
、
軍
し
て
、
弓
手
の
膝
口
を
射
さ
せ
、
甚
手
な
 
 

れ
ば
、
 
 

「
心
静
か
に
自
害
せ
ん
。
」
 
 
 

封
廿
感
付
J
l
敵
襲
ひ
懸
れ
ば
、
次
男
源
大
 
 

夫
判
官
兼
綱
は
、
紺
地
の
錦
の
直
垂
に
、
唐
綾
織
の
鎧
着
て
、
白
月
毛
な
る
馬
に
、
 
 
 

金
覆
輪
の
鞍
置
き
て
乗
り
給
ひ
た
り
け
る
が
、
父
を
延
さ
ん
が
為
に
、
返
し
合
せ
 
 

返
し
合
せ
防
ぎ
戦
ふ
。
 
 

七
十
余
の
高
齢
の
頼
政
は
自
害
を
決
意
し
て
退
却
し
、
次
男
兼
綱
が
、
紺
地
の
錦
の
直
 
 

垂
に
唐
綾
織
の
鎧
、
白
月
毛
の
馬
、
金
覆
輪
の
鞍
と
、
日
立
つ
出
で
立
ち
で
父
を
援
護
 
 

す
る
。
延
慶
本
で
は
、
黄
の
生
衣
の
直
垂
に
赤
誠
の
鎧
、
白
革
毛
の
馬
と
、
更
に
目
立
 
 

つ
出
で
立
ち
の
兼
綱
が
語
ら
れ
る
。
頼
政
の
装
束
と
対
比
し
て
語
り
手
は
描
写
す
る
の
 
 

で
あ
る
。
物
語
の
作
者
は
こ
の
よ
う
に
し
て
語
り
手
に
頼
政
父
子
l
ニ
人
を
揃
え
さ
せ
る
。
 
 

尤
も
、
兼
綱
は
、
『
尊
卑
分
泳
』
に
は
、
頼
政
の
弟
頼
行
の
三
男
、
父
の
死
後
、
頼
政
の
 
 

猶
子
と
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
兼
綱
は
、
上
総
太
郎
に
射
ら
れ
、
太
郎
の
侍
童
次
郎
丸
 
 

と
組
み
撃
つ
と
こ
ろ
を
、
平
氏
の
兵
十
四
五
騎
に
討
た
れ
る
。
最
初
の
死
で
あ
る
。
 
 
 

続
い
て
、
語
り
手
は
、
嫡
男
仲
綱
の
死
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
 
 

伊
豆
守
仲
綱
も
、
さ
ん
ざ
ん
に
戦
ひ
、
甚
手
数
多
負
う
て
、
平
等
院
の
釣
殿
に
て
、
 
 

自
害
し
て
け
り
。
其
の
首
を
ば
、
下
河
辺
藤
三
郎
清
親
、
取
り
て
、
大
床
の
下
へ
 
 

ぞ
投
げ
入
れ
た
る
。
 
 
 

兼
綱
と
仲
綱
と
は
父
の
露
払
い
と
し
て
敗
死
し
た
、
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
 
 

（
5
）
 
 

『
源
平
盛
衰
記
』
は
、
仲
綱
は
頼
政
の
後
を
追
っ
て
自
害
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
が
。
 
 
 

続
い
て
、
語
り
手
は
、
六
条
蔵
人
仲
家
と
子
息
仲
光
の
討
ち
死
に
触
れ
、
摂
津
源
氏
 
 

頼
光
流
の
頼
政
が
河
内
源
氏
頼
信
流
の
故
帯
刀
先
生
義
賢
の
嫡
子
仲
家
と
そ
の
子
仲
光
 
 

を
養
子
と
し
て
扶
持
し
た
こ
と
が
与
っ
て
二
人
が
頼
政
に
従
軍
し
た
と
説
明
す
る
。
二
 
 

人
の
討
ち
死
も
頼
改
の
死
の
露
払
い
と
語
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
延
慶
本
の
作
者
は
仲
 
 

家
父
子
の
死
に
触
れ
な
い
。
二
人
は
頼
政
最
期
評
に
と
つ
て
脇
筋
の
人
物
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

頼
政
の
最
期
は
、
以
上
の
人
々
の
死
の
樟
尾
に
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
 
 

三
位
入
道
、
渡
辺
長
七
唱
を
召
し
て
、
 
 

「
我
が
首
討
て
。
」
 
 

と
宣
へ
ば
、
主
の
生
け
首
討
た
ん
ず
る
事
の
悲
し
さ
に
、
 
 

「
仕
つ
と
も
存
じ
候
は
ず
。
御
自
害
候
は
ば
、
其
の
後
こ
そ
賜
は
り
候
は
め
。
」
 
 

と
申
し
け
れ
ば
、
「
実
に
も
」
と
や
思
は
れ
け
ん
、
酉
に
向
ひ
、
手
を
合
せ
、
高
声
 
 

に
十
念
唱
へ
給
ひ
て
、
最
期
の
詞
ぞ
哀
れ
な
る
。
 
 

以
下
、
本
稿
の
冒
頭
に
引
い
た
 
「
埋
木
の
」
 
の
歌
を
め
ぐ
る
語
り
が
続
く
。
延
慶
本
で
 
 

は
歌
の
未
句
が
 
「
哀
ナ
リ
ケ
ル
」
 
と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
変
り
が
な
い
。
 
 
 

次
の
一
節
を
以
て
頼
政
の
最
期
の
話
が
締
め
括
ら
れ
る
。
 
 

其
の
首
を
ば
、
長
七
唱
が
取
り
て
、
石
に
括
り
合
は
せ
、
宇
治
川
の
深
き
所
に
沈
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め
て
け
り
。
 
 

延
慶
本
に
は
、
穴
を
深
く
祝
っ
て
埋
め
る
が
平
氏
の
軍
兵
が
掘
り
起
こ
し
た
、
と
あ
る
。
 
 

（
6
）
 
 
 

頼
政
の
最
期
を
記
す
史
料
と
し
て
、
『
百
錬
抄
』
治
承
四
年
五
月
二
十
六
日
条
に
、
 
 

廿
六
日
。
三
条
宮
（
以
仁
王
。
稿
者
注
）
、
率
頼
政
巳
下
武
士
、
赴
南
都
。
官
軍
追
。
 
 
 

至
於
平
等
院
、
合
戦
。
副
剤
樹
魂
融
醐
剖
¶
剋
矧
「
側
謝
「
 
 

（
7
）
 
 

と
あ
る
。
ま
た
、
『
玉
葉
』
の
五
月
二
十
六
日
条
に
は
、
検
非
違
使
庁
源
季
貞
が
平
宗
盛
 
 

の
使
者
と
し
て
後
白
河
法
皇
に
報
告
し
た
こ
と
と
し
て
、
平
氏
三
百
余
騎
に
よ
っ
て
、
 
 
 

頼
政
党
類
、
悉
諌
了
。
其
次
第
、
…
…
戦
於
宇
治
橋
、
…
…
逆
 

（
8
）
 
 

と
あ
る
。
『
山
塊
記
』
五
月
二
十
六
日
条
に
は
、
合
戦
の
報
告
を
聞
い
た
こ
と
と
し
て
、
 
 
 

於
平
等
院
前
合
戦
、
別
封
（
飛
騨
守
、
藤
原
氏
、
平
氏
の
将
。
稿
者
注
）
1
得
樹
樹
嘲
 
 
 

刃
過
剰
1
思
清
（
上
総
守
、
景
家
の
兄
。
稿
者
注
）
、
得
兼
綱
（
大
夫
尉
）
頸
。
平
 
 

等
院
廊
自
害
者
有
三
人
。
其
人
一
人
、
着
浄
衣
。
無
頸
、
有
疑
。
頼
政
男
伊
豆
守
 
 

仲
綱
、
死
生
不
詳
。
 
 

（
9
）
 
 

と
あ
る
、
『
愚
管
抄
』
巻
五
高
倉
院
の
条
に
は
、
仲
綱
は
自
害
、
頼
政
は
伏
誅
と
あ
る
。
 
 

樹
嘲
1
三
井
寺
へ
廿
二
日
二
参
リ
テ
、
寺
ヨ
リ
六
波
羅
へ
夜
打
チ
出
ダ
シ
立
テ
ヽ
 
 

ア
ル
程
ニ
、
遅
ク
指
シ
テ
松
坂
ニ
テ
夜
明
ケ
ニ
ケ
レ
バ
、
コ
ノ
事
遂
ゲ
ズ
シ
テ
、
 
 

廿
四
日
二
宇
治
へ
落
チ
サ
セ
給
ヒ
テ
、
一
夜
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
。
廿
五
日
二
平
家
 
 
 

押
懸
ケ
テ
責
メ
寄
セ
テ
戦
ヒ
ケ
レ
バ
、
司
 
 
 

可
1
大
勢
ニ
テ
馬
筏
ニ
テ
宇
治
川
ヲ
渡
シ
テ
ケ
レ
バ
、
何
ワ
ザ
ヲ
カ
ハ
セ
ン
、
ヤ
 
 

ガ
テ
仲
綱
ハ
平
等
院
ノ
殿
上
ノ
廊
二
入
リ
テ
自
害
シ
テ
ケ
リ
。
贅
野
ノ
池
ヲ
過
ル
 
 

程
ニ
テ
、
追
ヒ
着
キ
テ
、
宮
ヲ
バ
討
取
リ
マ
ヰ
ラ
セ
テ
ケ
リ
。
楓
観
劇
習
 
 

全
て
、
頼
政
は
、
自
害
で
は
な
く
、
討
た
れ
た
と
あ
る
。
史
料
に
記
さ
れ
た
頼
政
の
死
 
 

は
伏
誅
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
『
平
家
物
語
』
で
は
自
害
と
す
る
。
こ
の
歴
史
離
れ
は
、
 
 

作
者
に
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
見
て
よ
い
。
後
に
詳
述
す
る
。
 
 
 

前
述
の
と
お
り
、
摂
津
源
氏
で
あ
り
な
が
ら
平
清
盛
に
従
っ
た
頼
政
は
、
保
元
の
乱
 
 

・
平
治
の
乱
に
お
い
て
は
勝
利
者
方
で
あ
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
 
「
盛
」
 
で
あ
る
。
平
氏
全
 
 

盛
の
世
に
あ
っ
て
、
治
承
四
年
（
〓
七
八
）
 
に
七
十
四
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
こ
 
 

れ
も
「
盛
」
 
で
は
あ
る
が
、
こ
の
叙
位
に
つ
い
て
九
条
兼
実
が
日
記
『
玉
葉
』
に
 
「
第
 
 

一
之
珍
事
也
。
是
入
道
相
国
奏
請
云
々
」
 
と
記
す
よ
う
に
、
清
盛
の
推
挽
な
く
し
て
は
 
 

あ
り
え
な
か
っ
た
程
、
頼
政
の
昇
進
は
、
つ
ま
り
「
盛
」
 
は
遅
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
 
 

の
頼
政
が
、
以
仁
王
を
奉
じ
て
総
大
将
と
し
て
反
平
氏
の
兵
を
挙
げ
る
の
は
、
武
人
と
 
 

し
て
一
つ
の
 
「
盛
」
 
と
見
て
よ
い
が
、
直
ち
に
敗
北
し
、
近
江
の
三
井
寺
へ
、
南
都
の
 
 

興
福
寺
へ
、
平
氏
の
追
撃
を
逃
れ
る
。
「
衰
」
で
あ
る
。
そ
の
途
次
、
平
等
院
の
合
戦
に
 
 

お
い
て
決
定
的
な
敗
北
を
被
り
、
自
害
す
る
。
「
衰
」
の
極
み
で
あ
る
。
史
料
に
記
さ
れ
 
 

る
よ
う
に
た
と
い
そ
の
死
が
伏
誅
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
「
衰
」
の
極
み
で
あ
る
こ
と
に
 
 

相
違
な
い
。
頼
政
は
 
「
盛
」
 
と
「
衰
」
を
地
で
行
く
人
物
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
訳
で
 
 

あ
る
。
そ
の
 
「
盛
衰
」
 
の
総
決
算
と
さ
れ
る
の
が
最
期
の
件
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
の
頼
政
最
期
の
記
事
で
作
者
が
最
も
印
象
的
に
語
り
手
に
語
ら
せ
た
 
 

の
が
、
楯
政
の
 
「
最
期
の
詞
」
、
つ
ま
り
「
埋
木
の
」
 
の
辞
世
に
ま
つ
わ
る
件
で
あ
る
。
 
 

（
1
0
）
 
 
 

頼
政
の
家
集
『
源
三
位
頼
政
集
』
を
は
じ
め
諸
歌
集
に
は
、
こ
の
歌
は
載
ら
な
い
。
『
平
 
 

家
物
語
』
作
者
の
創
作
歌
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
示
し
た
ご
と
き
 
 

解
を
な
し
得
る
こ
の
歌
は
、
頼
政
詠
歌
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

も
ち
ろ
ん
、
周
知
の
と
お
り
、
頼
政
は
早
く
長
承
≡
三
二
⊥
ニ
四
）
の
初
度
お
よ
び
後
度
の
 
 

『
為
忠
家
百
首
』
出
詠
に
始
ま
り
、
治
承
二
年
≡
七
八
）
 
の
『
賀
茂
別
雷
社
歌
合
』
や
 
 

『
右
大
臣
家
百
首
』
に
参
加
し
、
歌
林
苑
に
お
い
て
歌
活
動
を
し
た
、
歌
人
で
あ
る
。
 
 

（
1
1
）
 
 

そ
の
和
歌
の
力
量
は
、
例
え
ば
同
時
代
の
『
歌
仙
落
書
』
に
、
 
 

風
体
比
興
を
先
と
し
た
る
な
る
べ
し
と
見
侍
る
に
、
ま
た
、
け
ぢ
か
く
、
遠
白
き
 
 
 

召
叫
別
博
引
画
引
。
 
 
 



0
 
 

3
 
 

1
 
 

井
 
 

犬
 
 

（
－
り
こ
 
 

と
評
さ
れ
、
鴨
長
明
が
『
無
名
抄
』
に
、
源
俊
恵
の
言
葉
を
引
い
て
、
 
 
 

樹
助
郷
ば
、
 

こ
と
を
忘
れ
ず
、
心
に
懸
け
つ
つ
、
鳥
の
一
声
鳴
き
、
風
の
そ
そ
と
吹
く
に
も
、
 
 

ま
し
て
、
花
の
散
り
、
葉
の
落
ち
、
月
の
出
入
り
、
雨
雪
な
ど
の
降
る
に
就
け
て
 
 
 

も
、
立
ち
居
、
起
臥
し
、
風
情
を
回
ら
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
司
m
コ
珂
m
禦
瑚
山
叫
 
 
 

司
1
 
 （

1
0
）
 
 

と
記
す
よ
う
に
、
生
前
か
ら
評
価
が
高
い
。
勅
撰
集
に
も
、
在
世
中
の
『
詞
花
集
』
の
、
 
 

源
 
 
頼
政
 
 

題
し
ら
ず
 
 

石
 
深
山
木
の
そ
の
梢
と
も
見
え
ざ
り
し
桜
は
花
に
顕
は
れ
に
け
り
 
 

の
一
首
の
入
集
に
始
ま
り
、
総
計
五
十
九
首
が
入
集
し
て
い
る
。
在
世
中
の
一
首
の
勅
 
 

撰
集
入
集
は
、
頼
政
に
と
つ
て
、
歌
人
と
し
て
の
 
「
盛
」
 
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
頼
政
に
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
登
場
場
面
に
お
い
て
必
ず
歌
を
詠
ま
せ
、
 
 

あ
る
い
は
連
歌
を
さ
せ
る
。
事
柄
の
事
情
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
に
従
う
が
、
前
引
の
 
 

『
詞
花
集
』
入
集
歌
を
巻
第
一
「
御
輿
振
」
に
お
い
て
詠
ま
せ
、
巻
第
四
「
鶴
」
で
は
、
 
 

人
知
れ
ぬ
大
内
山
の
山
守
衛
は
木
隠
れ
て
の
み
月
を
見
る
か
な
 
 

上
る
べ
き
便
宜
無
け
れ
ば
木
の
下
に
椎
（
四
位
）
 
を
拾
ひ
て
世
を
渡
る
か
な
 
 

の
歌
と
、
藤
原
頼
長
と
の
連
歌
、
 
 
 

郭
公
名
を
も
雲
居
に
上
ぐ
る
か
な
 
（
頼
長
）
 
弓
張
月
の
入
る
に
任
せ
て
 
（
頼
政
）
 
 

を
載
せ
、
巻
第
四
 
「
三
井
寺
炎
上
」
 
の
章
に
は
、
藤
原
公
能
と
の
連
歌
、
 
 

五
月
闇
名
を
顕
は
せ
る
今
宵
か
な
（
公
能
）
黄
昏
時
も
過
ぎ
ぬ
と
思
ふ
に
（
頼
政
）
 
 

を
載
せ
る
。
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
頼
政
を
記
す
際
に
は
必
ず
歌
人
掃
政
を
語
り
手
 
 

に
語
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
「
最
期
の
詞
」
の
歌
で
あ
る
「
埋
木
の
」
の
歌
が
締
政
の
詠
と
 
 

し
て
的
確
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
物
語
作
者
の
手
法
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
頼
政
の
歌
が
全
て
述
懐
歌
で
あ
る
こ
と
も
、
注
目
さ
れ
 
 

る
。
先
に
整
理
し
た
頼
政
の
「
盛
」
と
「
衰
」
と
い
う
主
題
に
相
応
し
い
題
材
で
あ
る
。
 
 
 因

み
に
、
後
年
、
こ
の
頼
政
を
シ
テ
と
し
、
『
平
家
物
語
』
を
本
説
と
し
て
そ
の
最
期
 
 

を
能
「
頼
政
」
 
に
作
詞
し
た
世
阿
弥
は
、
ワ
キ
旅
僧
に
、
頼
政
の
死
に
つ
い
て
、
 
 

い
た
は
し
や
、
易
珂
鞘
q
引
、
跡
は
草
露
の
道
の
辺
と
 
 

（
1
3
）
 
 
 
な
っ
て
、
行
人
征
席
の
行
方
の
ご
と
し
。
あ
ら
い
た
は
し
や
候
ふ
。
 
 

と
語
ら
せ
て
い
る
。
「
文
武
」
つ
ま
り
和
歌
と
武
術
に
長
け
た
人
と
し
て
『
平
家
物
語
』
 
 

に
語
ら
れ
て
い
る
頼
政
で
あ
る
こ
と
を
世
阿
弥
は
熟
知
し
、
述
懐
歌
を
詠
む
頼
政
と
い
 
 

う
本
税
の
ま
ま
能
「
額
政
」
を
作
詞
し
た
の
で
あ
る
。
世
阿
弥
は
、
『
平
家
物
語
』
が
語
 
 

る
頼
政
の
死
の
記
事
の
部
分
主
題
を
把
握
し
、
『
平
家
物
語
』
の
賢
一
主
題
「
世
は
無
常
 
 

で
あ
る
」
と
の
関
連
で
能
「
頼
政
」
 
に
提
示
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

「
死
」
は
、
一
人
の
人
間
に
と
つ
て
、
「
生
」
か
ら
「
死
」
 
へ
と
い
う
大
き
な
「
変
化
」
 
 

で
あ
る
。
「
無
常
」
即
ち
「
転
変
」
「
不
定
」
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
に
 
 

語
ら
れ
て
い
る
頼
政
に
と
つ
て
、
そ
の
 
「
死
」
 
は
こ
の
物
語
の
貫
一
主
題
と
関
わ
る
の
 
 

で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
の
主
要
題
材
は
、
そ
の
主
題
を
支
え
る
、
人
間
の
「
死
」
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
も
、
多
く
は
平
氏
の
武
将
の
 
「
死
」
 
で
あ
る
。
こ
こ
に
頼
政
の
最
期
が
語
ら
 
 

れ
る
の
は
、
人
は
み
な
死
ぬ
、
源
氏
も
死
ぬ
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
 
 

見
て
よ
い
。
尤
も
、
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
源
氏
の
代
表
と
し
て
死
が
語
ら
れ
る
の
は
、
 
 

彼
の
巻
第
九
 
「
木
曽
最
期
」
 
に
お
け
る
木
曽
義
仲
で
は
あ
る
の
だ
が
。
 
 

（
三
）
 
 

頼
政
の
死
の
翌
年
治
承
五
年
（
一
穴
こ
、
平
氏
の
頭
領
清
盛
が
病
死
す
る
。
平
氏
討
伐
 
 

の
た
め
に
挙
兵
し
た
源
頼
朝
派
遣
の
義
経
軍
は
東
海
道
尾
張
国
ま
で
進
軍
し
、
更
に
上
 
 

京
、
寿
永
二
年
（
二
八
三
）
 
に
は
、
源
義
仲
が
北
陸
道
を
上
京
す
る
。
平
氏
一
族
は
安
徳
 
 

天
皇
を
奉
じ
て
西
国
へ
落
ち
る
。
翌
三
年
、
義
経
率
い
る
源
氏
軍
が
播
磨
国
一
の
谷
に
 
 

平
氏
を
攻
め
る
。
一
の
谷
の
合
戦
で
あ
る
。
『
百
錬
抄
』
同
年
一
月
二
月
に
、
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〓
月
）
 
廿
九
日
己
未
。
為
討
平
氏
、
九
郎
 
（
源
）
 
義
経
、
下
向
西
国
、
云
々
。
 
 

（
二
月
）
 
八
日
丁
卯
。
九
郎
、
進
飛
脚
云
、
自
昨
日
寅
時
、
至
午
時
、
合
戦
、
攻
 
 

落
。
将
軍
巳
下
、
多
以
討
取
之
畢
。
 
 

と
あ
る
。
こ
の
合
戦
は
、
『
平
家
物
語
』
に
は
、
重
衡
が
源
氏
の
生
捕
り
と
な
り
、
敦
盛
 
 

が
熊
谷
直
実
に
討
た
れ
、
知
章
が
父
知
盛
を
落
ち
延
ば
そ
う
と
し
て
討
ち
死
し
、
晴
盛
 
 

腹
心
の
部
下
の
越
中
前
司
盛
俊
が
剛
毅
な
憤
死
を
す
る
な
ど
、
平
氏
の
武
将
が
多
く
討
 
 

ち
死
し
、
敗
れ
た
一
族
が
瀬
戸
内
を
四
国
へ
逃
れ
る
と
い
う
件
が
語
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
一
の
谷
の
合
戦
に
お
い
て
、
清
盛
の
末
弟
忠
度
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
『
平
家
 
 

物
語
』
巻
第
九
 
「
忠
度
最
期
」
 
の
章
に
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
語
り
出
し
は
、
 
 
 

磯
圏
朝
風
戯
地
表
m
「
巽
の
目
の
装
束
に
は
、
 
 
 

紺
地
の
錦
の
直
垂
に
、
黒
糸
絨
の
鎧
着
て
、
黒
き
馬
の
太
う
た
く
ま
し
き
に
鋳
懸
 
 

地
の
鞍
置
い
て
乗
り
給
ひ
た
り
け
る
が
、
其
の
勢
百
騎
ば
か
り
が
中
に
打
ち
囲
ま
 
 

れ
て
、
い
と
騒
が
ず
、
引
か
へ
引
か
へ
落
ち
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
愛
に
、
副
職
固
叫
 
 

住
人
、
岡
部
六
弥
太
忠
澄
、
「
好
き
敵
」
と
目
を
懸
け
、
鞭
・
鐙
を
合
せ
て
過
つ
懸
 
 

け
奉
り
、
 
 

で
あ
る
。
紺
地
錦
の
直
垂
、
黒
糸
絨
の
鎧
、
黒
馬
に
鋳
懸
地
の
鞍
と
、
壮
年
強
者
の
出
 
 

で
立
ち
で
あ
る
。
忠
度
は
、
歴
史
史
料
を
探
る
と
、
延
慶
本
が
 
「
齢
四
十
計
ナ
ル
人
」
 
 

と
す
る
よ
う
に
、
当
時
四
十
歳
、
作
者
は
忠
度
の
装
束
に
つ
い
て
適
切
な
描
き
方
を
し
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
延
慶
本
は
、
忠
度
は
 
「
ヒ
ゲ
黒
」
 
で
、
黒
革
絨
の
鎧
、
大
 
 

中
黒
の
夫
、
白
葦
毛
の
馬
、
小
房
の
鞭
と
、
更
に
壮
年
に
相
応
し
い
装
束
を
語
っ
て
い
 
 

る
。
そ
の
忠
度
は
、
味
方
の
勢
百
騎
程
に
護
衛
さ
れ
て
、
動
揺
せ
ず
馬
を
退
げ
る
。
以
 
 

下
、
追
い
着
い
た
岡
部
六
弥
太
に
、
敵
に
背
中
を
見
せ
る
と
は
卑
怯
、
取
っ
て
返
せ
、
 
 

と
声
を
懸
け
ら
れ
、
自
分
は
源
氏
で
あ
る
と
欺
こ
う
と
す
る
が
、
忠
度
の
鉄
祭
具
を
見
 
 

た
岡
部
に
「
如
何
様
に
も
、
是
は
平
家
の
君
達
に
て
こ
そ
お
は
す
ら
め
」
と
見
破
ら
れ
、
 
 岡

部
は
忠
度
に
「
押
し
並
べ
て
、
む
ず
と
」
組
む
、
平
氏
の
百
余
騎
は
、
こ
れ
を
見
て
、
 
 

我
先
き
に
と
落
ち
て
行
き
、
忠
度
は
た
だ
一
騎
残
さ
れ
た
、
と
語
ら
れ
る
。
続
い
て
、
 
 

薩
摩
守
は
、
聞
ゆ
る
熊
野
育
ち
の
大
力
、
究
寛
の
早
業
に
て
お
は
し
け
れ
ば
、
六
 
 

弥
太
を
掴
う
で
、
 
 

「
憎
い
奴
が
。
御
方
ぞ
と
言
は
ば
言
は
せ
よ
か
し
。
」
 
 

と
て
、
六
弥
太
を
取
り
て
引
き
寄
せ
、
馬
の
上
に
て
二
刀
、
落
ち
付
く
所
で
一
刀
、
 
 

三
刀
ま
で
こ
そ
突
か
れ
け
れ
。
…
…
薄
手
な
れ
ば
死
な
ざ
り
け
る
を
、
取
り
て
押
 
 

へ
て
、
首
を
掻
か
ん
と
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
六
弥
太
が
侍
童
、
遅
れ
馳
せ
に
馳
せ
 
 

来
た
り
て
、
急
ぎ
馬
よ
り
飛
ん
で
下
り
、
打
刀
を
抜
い
て
、
薩
摩
守
の
右
の
肘
を
、
 
 

簡
の
本
よ
り
、
ふ
つ
と
打
ち
落
す
。
 
 

と
、
忠
度
が
岡
部
を
三
刀
打
ち
、
首
を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
へ
、
岡
部
の
侍
童
が
駆
 
 

け
着
け
、
忠
度
の
右
肘
を
打
ち
落
し
た
、
と
語
り
手
は
忠
魔
の
戦
闘
す
る
様
を
語
る
。
 
 

薩
摩
守
、
「
今
は
か
う
」
 
と
や
思
は
れ
け
ん
、
 
 

「
暫
し
退
け
。
最
後
の
十
念
唱
へ
む
。
」
 
 

と
て
、
六
弥
太
を
掴
う
で
、
弓
長
ば
か
り
ぞ
投
げ
退
け
ら
る
。
其
の
後
、
酉
に
向
 
 

か
ひ
、
 
 

「
光
明
遍
照
十
方
世
界
、
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
。
」
 
 

と
宣
ひ
も
果
て
ね
ば
、
六
弥
太
、
背
後
よ
り
、
薩
摩
守
の
首
を
取
る
。
 
 

岡
部
六
弥
太
を
跳
ね
退
け
た
忠
度
は
、
極
楽
西
方
浄
土
へ
の
救
い
を
願
う
最
期
の
十
念
 
 

を
唱
え
つ
つ
岡
部
に
討
た
れ
た
と
語
り
手
は
語
る
。
忠
度
の
死
は
討
ち
死
で
あ
っ
た
。
 
 
 

「
良
い
首
討
ち
奉
り
た
り
」
と
喜
ぶ
岡
部
は
、
相
手
が
誰
か
は
判
ら
な
か
っ
た
が
、
 
 

籠
に
結
ひ
付
け
ら
れ
た
る
文
を
取
り
て
見
け
れ
ば
、
「
旅
宿
の
花
」
と
い
ふ
題
に
て
、
 
 

歌
を
ぞ
一
首
詠
ま
れ
た
る
。
 
 

行
き
暮
れ
て
木
の
下
蔭
を
宿
と
せ
ば
花
や
今
宵
の
家
主
な
ら
ま
し
 
忠
度
 
 

と
書
か
れ
た
り
け
る
故
に
こ
そ
、
薩
摩
守
と
は
知
り
て
け
れ
。
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『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
「
忠
度
最
期
」
の
章
を
辿
っ
て
み
た
。
以
上
の
ご
と
く
、
 
 

作
者
は
、
忠
度
個
人
の
「
盛
」
と
「
衰
」
に
つ
い
て
は
頼
政
の
場
合
程
に
は
記
さ
な
い
。
 
 

そ
れ
は
忠
度
の
盛
衰
が
平
氏
一
族
の
盛
衰
と
概
ね
重
な
る
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

た
だ
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
忠
度
を
記
す
際
も
、
頼
政
の
場
合
同
様
、
登
場
の
 
 

度
に
歌
人
忠
度
を
措
く
。
武
人
忠
度
は
最
期
の
場
面
に
の
み
描
写
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
の
作
中
場
面
・
語
り
場
面
で
忠
度
の
名
が
最
初
に
出
る
の
は
、
前
節
 
 

に
見
た
以
仁
王
と
頼
政
の
敗
北
を
語
る
巻
第
四
 
「
橋
合
戦
」
 
の
章
で
あ
る
。
本
拠
地
六
 
 

波
羅
を
出
立
し
て
宇
治
に
向
か
う
平
氏
の
一
軍
の
武
将
の
名
を
列
挙
し
て
、
語
り
手
は
、
 
 
 

対
将
司
同
嘲
1
 

と
語
る
が
、
宇
治
の
橋
合
戦
で
の
忠
度
の
働
き
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
な
い
。
以
仁
王
 
 

と
頼
政
を
匿
っ
た
と
し
て
平
氏
軍
が
三
井
寺
を
攻
め
る
巻
第
四
「
三
井
寺
炎
上
」
で
も
、
 
 
 

忠
度
は
最
期
の
歌
即
ち
辞
世
の
歌
を
身
に
携
え
て
出
陣
し
て
い
た
、
と
語
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
岡
部
が
、
忠
度
の
首
を
掲
げ
て
、
大
音
声
で
、
勝
ち
名
告
り
を
あ
げ
る
と
、
 
 

敵
も
御
方
も
、
是
を
聞
き
て
、
 
 

「
あ
な
、
い
と
ほ
し
。
武
芸
に
も
歌
道
に
も
勝
れ
て
良
き
大
将
軍
に
て
お
は
し
 
 

つ
る
人
を
。
」
 
 

と
て
、
皆
、
鎧
の
袖
を
ぞ
濡
ら
し
け
る
。
 
 

と
、
人
々
が
忠
度
の
武
芸
と
歌
道
に
つ
い
て
賞
賛
し
た
こ
と
を
以
て
、
語
り
手
は
、
忠
 
 

度
の
最
期
に
つ
い
て
語
り
終
え
る
。
尤
も
、
延
慶
本
は
、
岡
部
が
忠
度
の
首
を
取
り
、
「
大
 
 

刀
ノ
サ
キ
ニ
指
貫
テ
、
名
乗
レ
ト
イ
ヘ
ド
モ
名
乗
ラ
ズ
、
是
ハ
タ
ガ
頸
ゾ
ト
云
テ
人
ニ
 
 

ミ
ス
レ
バ
、
ア
レ
コ
ソ
太
政
入
道
ノ
末
弟
薩
摩
守
忠
度
卜
云
シ
常
人
ノ
御
首
ヨ
ト
云
ケ
 
 

ル
ニ
コ
ソ
、
始
テ
サ
モ
ト
知
タ
リ
ケ
レ
」
と
す
る
の
み
で
、
「
行
き
暮
れ
て
」
の
歌
は
示
 
 

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
歌
人
忠
度
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
延
慶
本
 
 

は
別
と
し
、
「
忠
度
最
期
」
 
は
歌
説
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

同
じ
き
五
月
二
十
七
日
、
大
将
軍
に
は
左
兵
衛
督
知
盛
、
副
将
軍
に
は
薩
摩
守
忠
 
 
 

粛
1
都
合
其
勢
一
万
余
騎
、
園
城
寺
へ
発
向
す
。
 
 

と
語
る
が
、
こ
こ
で
も
忠
度
の
活
動
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
頼
朝
の
軍
を
向
え
 
 

撃
つ
べ
く
東
国
へ
向
っ
た
平
氏
軍
の
軍
勢
の
揃
え
の
際
に
も
（
巻
第
五
 
「
富
士
川
」
）
、
 
 
 

副
将
制
蘭
劇
朝
凪
劇
団
1
紺
地
の
錦
の
直
垂
に
、
黒
糸
絨
の
鎧
着
て
、
黒
き
馬
の
 
 

太
く
逗
し
き
に
、
鋳
懸
地
の
鞍
置
い
て
、
乗
り
給
へ
り
。
 
 

と
、
「
忠
度
最
期
」
の
章
に
於
け
る
の
と
全
く
同
じ
装
束
を
描
写
す
る
の
み
で
あ
る
。
木
 
 

曽
義
仲
と
の
対
戦
で
あ
る
北
国
の
合
戦
に
向
か
う
平
氏
軍
の
揃
え
の
折
も
、
忠
度
は
「
副
 
 

将
軍
に
は
、
薩
摩
守
忠
度
」
 
と
そ
の
名
を
掲
げ
ら
れ
 
（
巻
第
七
 
「
北
国
下
向
」
）
、
篠
原
 
 

で
の
合
戦
に
お
い
て
は
「
拗
手
の
大
将
軍
に
は
、
薩
摩
守
忠
度
」
（
巻
第
七
「
火
打
合
戦
」
）
 
 

と
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
の
倶
利
伽
羅
谷
の
合
戦
に
お
い
て
も
、
平
氏
軍
は
敗
北
を
喫
し
、
 
 

「
平
家
の
大
勢
、
背
後
の
倶
利
伽
羅
谷
へ
、
我
先
き
に
と
ぞ
落
ち
行
き
け
る
」
 
と
語
る
 
 

も
の
の
、
語
り
手
は
合
戦
に
お
け
る
忠
度
の
活
動
に
は
言
及
し
な
い
。
 
 

作
中
に
忠
度
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
巻
第
五
 
「
富
士
川
」
 
の
章
に
お
け
る
語
り
 
 

（
1
4
）
 
 

手
の
回
想
話
つ
ま
り
語
り
場
面
の
中
に
お
け
る
も
の
。
忠
度
が
或
る
宮
腹
の
女
房
の
許
 
 

へ
通
っ
て
い
た
頃
、
そ
の
女
房
の
局
に
先
客
と
し
て
高
貴
な
客
人
が
い
た
の
で
、
忠
度
 
 

（
1
0
）
 
 

は
、
「
野
も
狭
に
す
だ
く
虫
の
音
よ
」
 
と
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
上
に
載
る
 
「
か
し
か
ま
し
 
 

野
も
狭
に
す
だ
く
虫
の
音
よ
我
だ
に
物
を
言
は
で
こ
そ
思
へ
」
 
の
一
節
を
口
ず
さ
む
だ
 
 

け
で
、
そ
の
局
に
寄
ら
ず
に
帰
っ
た
、
と
い
う
逸
話
と
、
そ
の
話
の
後
日
渾
、
 
 

其
の
後
、
此
の
女
房
、
薩
摩
守
の
許
へ
、
小
袖
を
一
重
遣
は
す
と
て
、
千
里
の
名
 
 

残
の
惜
し
さ
に
、
一
首
の
歌
を
書
き
添
へ
て
、
贈
ら
れ
け
る
。
 
 

東
路
の
草
葉
を
分
け
ん
袖
よ
り
も
裁
た
ぬ
 
（
発
た
ぬ
）
 
挟
の
露
ぞ
こ
ぼ
る
る
 
 

薩
摩
守
の
返
事
に
、
 
 

別
れ
路
を
何
か
欺
か
ん
越
え
て
行
く
関
も
昔
の
跡
と
思
へ
ば
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「
関
も
昔
の
跡
」
と
詠
め
る
事
は
、
先
祖
平
将
軍
貞
盛
・
俵
藤
太
秀
郷
、
将
門
追
 
 
 

討
の
為
に
、
東
へ
下
向
し
た
り
し
事
を
今
恩
ひ
出
で
て
、
詠
み
た
り
け
る
に
や
、
 
 

い
と
優
し
う
ぞ
聞
え
し
。
 
 

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
作
中
場
面
を
離
れ
て
語
り
手
が
回
想
す
る
歌
人
忠
度
繹
で
あ
る
。
 
 
 

巻
第
七
 
「
忠
度
都
落
」
 
は
、
作
中
場
面
で
あ
る
。
忠
度
が
、
都
落
ち
の
際
に
途
中
か
 
 

ら
都
へ
引
き
返
し
、
藤
原
俊
成
の
邸
を
訪
れ
、
詠
み
溜
め
て
お
い
た
百
余
首
の
歌
巻
物
 
 

を
預
け
、
勅
撰
集
撰
集
の
際
に
一
首
な
り
と
も
撰
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
 
 

（
－
0
）
 
と
依
頼
し
て
お
い
て
、
再
び
出
立
す
る
と
い
う
、
周
知
の
話
。
後
年
、
『
千
載
集
』
に
、
 
 

さ
ざ
波
や
志
賀
の
都
は
荒
れ
に
し
を
昔
な
が
ら
 
（
長
等
）
 
の
山
桜
か
な
 
 

が
詠
人
不
知
と
し
て
入
集
し
た
と
語
り
場
面
で
説
明
す
る
。
武
人
忠
度
は
語
ら
れ
な
い
。
 
 
 

巻
第
八
「
宇
佐
行
幸
」
も
作
中
場
面
で
あ
る
。
寿
永
二
年
（
〓
八
三
、
四
国
か
ら
更
に
 
 

九
州
太
宰
府
ま
で
落
ち
た
平
氏
一
族
は
、
安
徳
帝
の
宇
佐
行
幸
に
従
駕
す
る
。
九
月
十
 
 

三
夜
の
名
月
の
夜
、
宇
佐
八
幡
に
お
い
て
、
後
の
月
も
涙
に
曇
っ
て
清
か
に
は
見
え
ず
、
 
 

平
安
の
都
で
見
た
内
裏
の
月
を
思
い
返
し
て
、
忠
度
は
、
 
 

月
を
見
し
去
年
の
今
宵
の
友
の
み
や
 
（
輌
の
宮
）
 
都
に
我
を
思
ひ
出
づ
ら
ん
 
 

と
詠
み
、
同
行
の
平
経
盛
・
経
正
父
子
も
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
を
詠
む
。
こ
の
作
中
場
面
に
 
 

お
い
て
も
、
語
り
手
は
、
武
人
忠
度
で
は
な
く
、
歌
人
忠
度
の
詠
歌
を
語
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
忠
度
は
、
武
人
で
は
な
く
、
歌
人
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

が
、
そ
の
最
期
の
場
面
に
至
っ
て
初
め
て
、
岡
部
と
組
み
打
ち
す
る
武
人
忠
度
が
語
ら
 
 

れ
、
詠
歌
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
判
明
し
た
、
と
物
語
の
語
り
手
は
語
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
歌
は
 
「
旅
宿
の
花
」
と
い
う
題
詠
歌
、
泳
者
は
当
然
忠
度
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
 
 

（
－
5
）
 
 

が
、
歌
の
述
主
は
或
る
旅
人
。
桜
の
花
盛
り
に
旅
つ
ま
り
桜
狩
り
で
日
が
暮
れ
、
も
し
 
 

桜
の
木
の
下
を
旅
の
宿
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
桜
の
花
を
宿
の
主
人
と
す
る
こ
と
に
 
 

な
ろ
う
か
、
桜
の
木
の
下
を
宿
と
し
な
い
私
に
と
つ
て
、
美
し
い
花
が
宿
の
主
人
と
な
 
 

る
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
述
主
旅
人
の
歌
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
に
お
け
る
日
暮
れ
に
な
 
 

り
主
人
と
な
る
花
も
な
い
、
と
い
う
述
主
旅
人
の
旅
の
感
慨
ひ
い
て
は
作
中
人
物
で
あ
 
 

る
詠
者
忠
度
の
心
情
吐
露
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
旅
」
を
人
生
の
比
喩
と
す
る
と
、
 
 

こ
の
歌
は
、
旅
の
歌
で
あ
る
と
同
時
に
述
懐
歌
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

【
1
6
）
 
 
後
白
河
天
皇
皇
子
で
御
室
で
あ
る
守
覚
法
親
王
が
、
日
記
『
左
記
』
に
お
い
て
、
在
 
 

世
中
の
忠
度
に
つ
い
て
、
兄
平
経
盛
と
共
に
仁
和
寺
の
歌
会
の
常
連
の
「
好
士
」
 
つ
ま
 
 

り
優
れ
た
歌
詠
み
で
あ
る
と
記
す
。
勅
撰
集
に
は
、
『
千
載
集
』
に
「
詠
み
人
知
ら
ず
」
 
 

と
し
て
入
集
し
た
前
述
の
「
さ
ざ
な
み
や
」
の
歌
を
始
め
と
し
て
、
十
一
首
が
、
没
後
、
 
 

撰
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
作
の
能
「
忠
度
」
で
は
、
ワ
キ
俊
成
身
内
の
憎
が
、
 
 

中
に
も
、
こ
の
忠
度
は
、
文
武
二
道
を
う
け
給
ひ
て
、
世
上
に
眼
高
し
。
 
 

（
1
7
）
 
 

と
評
し
て
い
る
。
忠
度
は
歌
人
と
し
て
力
量
の
持
ち
主
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
忠
度
に
は
、
周
知
の
通
り
、
家
集
『
忠
度
集
』
が
あ
り
、
賀
茂
重
保
が
『
月
詣
 
 

集
』
撰
進
の
際
に
三
十
六
人
の
歌
人
に
百
首
歌
の
提
出
を
依
顕
し
た
の
に
応
じ
て
提
出
 
 

（
1
8
）
 
 

し
た
い
わ
ゆ
る
寿
永
富
首
家
集
の
一
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
撰
家
集
で
あ
る
。
そ
の
 
 

『
忠
度
集
』
に
は
、
忠
度
が
最
期
ま
で
服
に
着
け
て
身
を
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
「
行
 
 

き
暮
れ
て
」
 
の
歌
は
載
ら
な
い
が
、
後
代
の
伝
本
の
中
に
、
巻
末
に
こ
の
歌
を
追
加
す
 
 

る
も
の
が
あ
り
、
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
成
算
堂
文
庫
本
で
は
、
俊
成
が
『
千
載
集
』
に
 
 

撰
入
し
た
「
さ
ざ
波
や
」
 
の
歌
の
直
前
に
こ
の
「
行
き
暮
れ
て
」
 
の
歌
が
増
補
さ
れ
て
 
 

（
1
9
）
 
 

い
る
。
忠
度
最
期
の
歌
は
、
『
平
家
物
語
』
作
者
の
創
作
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
に
も
拘
 
 

ら
ず
、
後
人
は
、
こ
れ
を
忠
度
自
撰
の
家
集
に
追
加
し
、
増
補
し
、
忠
度
詠
と
認
定
し
 
 

ょ
ぅ
と
す
る
の
で
あ
る
。
忠
度
は
、
生
存
中
に
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
、
没
後
も
、
勅
 
 

撰
集
や
能
、
あ
る
い
は
家
集
に
お
け
る
増
補
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
宇
治
橋
・
三
井
寺
・
富
士
川
・
倶
利
伽
羅
谷
等
の
合
戦
 
 

に
お
け
る
忠
度
を
大
将
軍
・
副
将
軍
と
し
て
記
し
は
す
る
が
、
そ
の
働
き
に
つ
い
て
は
 
 

記
さ
ず
、
「
富
士
川
」
の
章
に
お
け
る
回
想
評
、
「
忠
度
都
落
」
 
の
章
に
お
け
る
俊
成
対
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頼
政
は
源
氏
の
武
将
、
平
氏
討
伐
の
挙
兵
を
す
る
が
敗
死
す
る
。
七
十
余
歳
。
忠
度
 
 

は
平
氏
の
武
将
、
源
氏
の
追
伐
に
よ
っ
て
敗
死
す
る
。
四
十
歳
。
そ
の
最
期
は
、
頬
政
 
 

は
京
都
南
郊
宇
治
平
等
院
で
忠
度
は
播
磨
国
一
の
谷
、
死
に
際
の
装
束
は
、
壮
年
と
偽
 
 

っ
た
地
味
な
色
彩
の
甲
帝
鎧
を
着
け
た
頼
政
と
、
壮
年
に
相
応
し
い
紺
色
と
黒
色
の
甲
 
 

帝
鎧
を
着
け
た
忠
度
、
と
語
り
手
は
語
る
。
小
異
は
あ
る
が
、
そ
の
小
異
は
、
頼
政
と
 
 

忠
度
と
い
う
登
場
人
物
の
歴
史
時
間
に
お
け
る
実
際
の
様
と
の
関
連
に
起
因
す
る
作
者
 
 

の
書
き
分
け
、
語
り
手
に
語
ら
せ
た
語
り
分
け
で
、
ほ
ぼ
同
一
と
見
て
間
違
い
な
い
。
 
 
 

忠
度
の
死
も
、
頼
政
の
場
合
と
同
じ
く
、
人
の
 
「
生
」
 
か
ら
 
「
死
」
 
へ
の
変
化
と
い
 
 

う
意
味
で
、
「
無
常
」
を
語
る
大
き
な
題
材
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
 
「
旅
宿
の
花
」
 
の
歌
 
 

も
、
「
盛
」
と
「
衰
」
と
を
歌
っ
て
い
る
。
双
方
共
に
、
『
平
家
物
語
』
の
貫
一
主
題
「
世
 
 

は
無
常
で
あ
る
」
 
を
支
え
て
い
る
部
分
主
題
の
題
材
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
四
）
 
 

『
平
家
物
語
』
の
語
り
手
の
語
る
源
頼
政
の
死
と
平
忠
度
の
死
と
は
、
以
上
の
ご
と
 
 

く
、
題
材
も
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
も
、
極
め
て
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
一
 
 

方
で
、
相
違
す
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
大
き
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
物
語
の
貫
一
主
題
 
 

「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
思
想
を
鏡
に
し
て
整
理
し
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
 
 

面
評
、
「
宇
佐
行
幸
」
 
の
章
に
お
け
る
詠
歌
評
、
そ
し
て
、
「
忠
度
最
期
」
 
の
章
に
お
け
 
 

る
最
期
の
歌
の
話
と
、
忠
度
を
歌
人
と
し
て
造
型
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歌
人
忠
 
 

度
に
つ
い
て
、
最
期
評
に
お
い
て
敵
味
方
に
 
「
武
芸
に
も
歌
道
に
も
勝
れ
て
」
 
と
高
い
 
 

評
価
を
さ
せ
、
「
敵
も
御
方
も
」
 
「
鎧
の
袖
を
」
 
濡
ら
し
た
と
語
ら
せ
る
。
最
期
の
場
面
 
 

の
忠
度
が
歌
人
と
し
て
 
「
盛
」
 
で
あ
っ
た
と
す
る
訳
で
あ
る
。
他
は
、
俊
成
対
面
評
に
 
 

お
い
て
、
死
後
に
勅
撰
歌
人
に
な
る
、
と
没
後
の
 
「
盛
」
 
を
補
う
の
で
あ
る
。
 
 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
頼
政
と
忠
度
の
最
期
評
は
、
作
者
が
創
り
、
語
り
手
に
語
 
 

ら
せ
た
も
の
、
そ
の
類
似
と
相
違
は
主
題
と
の
関
連
で
作
者
が
提
示
し
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
頼
政
は
負
傷
し
、
自
害
を
決
意
す
る
。
子
息
仲
綱
・
兼
綱
と
養
子
仲
家
・
仲
 
 

光
父
子
が
、
討
ち
死
に
す
る
。
歴
史
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
ま
で
、
『
平
家
 
 

物
語
』
作
者
は
、
さ
も
あ
っ
た
事
柄
の
ご
と
く
記
す
。
頼
政
の
死
の
露
払
い
で
あ
る
。
 
 

一
方
の
忠
度
は
、
源
氏
の
岡
部
六
弥
太
と
組
み
討
ち
し
、
そ
の
侍
童
に
よ
り
右
肘
を
落
 
 

さ
れ
る
。
頼
政
は
身
内
を
失
い
、
忠
度
は
右
腕
を
失
う
の
で
あ
る
。
同
じ
く
そ
の
死
に
 
 

先
立
つ
事
柄
の
記
述
で
あ
る
が
、
頼
政
と
忠
度
の
描
写
と
叙
述
に
は
大
異
が
あ
る
。
 
 
 

二
人
の
最
期
の
場
面
の
叙
述
に
は
、
更
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
頼
政
は
、
部
下
の
 
 

渡
辺
長
七
唱
に
介
錯
せ
よ
と
命
令
す
る
が
固
辞
さ
れ
、
西
方
浄
土
を
願
っ
て
最
期
の
十
 
 

念
を
唱
え
、
「
埋
れ
木
の
」
の
歌
を
詠
ん
で
自
害
す
る
。
忠
度
は
、
先
ず
最
期
の
十
念
を
 
 

唱
え
 
－
 
そ
の
念
仏
の
文
句
さ
え
示
さ
れ
る
 
ー
、
敵
の
岡
部
に
討
た
れ
、
そ
の
後
、
 
 

忠
度
の
最
期
の
歌
「
行
き
暮
れ
て
」
を
岡
部
が
見
出
だ
す
。
前
述
の
と
お
り
史
料
の
殆
 
 

ど
が
頼
政
の
最
期
を
「
伏
誅
」
と
す
る
も
の
を
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
「
自
害
」
と
 
 

創
っ
て
い
る
。
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
物
語
で
は
数
巻
も
後
の
諸
に
な
る
忠
魔
の
死
 
 

の
誅
伐
と
は
そ
の
死
に
様
を
変
え
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
二
 
 

人
の
死
が
異
な
っ
た
様
相
で
記
述
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
 
 
 

二
人
の
最
期
渾
に
歌
を
配
す
る
こ
と
、
頼
政
が
文
に
も
武
に
も
勝
れ
和
歌
を
「
強
ち
 
 

に
好
い
た
る
道
」
と
す
る
と
評
し
た
件
と
忠
度
が
「
武
芸
に
も
歌
道
に
も
勝
れ
」
た
人
 
 

で
あ
っ
た
と
い
う
歌
人
評
を
添
え
る
件
は
共
通
し
て
い
る
が
、
頼
政
は
最
期
に
歌
を
詠
 
 

み
、
忠
度
は
前
以
て
詠
ん
だ
歌
を
携
え
て
い
た
と
、
大
き
な
差
異
が
構
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
両
人
の
最
期
の
歌
を
い
ま
一
度
吟
味
し
て
み
る
。
頼
政
の
歌
は
、
 
 

埋
木
の
花
咲
く
こ
と
も
な
か
り
し
に
実
 
（
身
）
 
の
な
る
果
て
ぞ
悲
し
か
り
け
る
 
 

で
あ
る
。
こ
の
「
花
」
は
結
実
を
見
る
普
通
一
般
の
植
物
の
 
「
花
」
、
咲
き
、
実
が
成
る
 
 

こ
と
で
花
は
 
「
盛
」
と
な
る
。
し
か
る
に
、
「
埋
木
」
は
花
の
木
と
し
て
は
 
「
衰
」
を
示
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す
。
「
花
咲
く
こ
と
も
」
な
い
、
つ
ま
り
「
盛
」
が
な
い
。
一
方
、
忠
魔
の
歌
は
、
 
 

旅
宿
の
花
 
 

行
き
暮
れ
て
木
の
下
蔭
を
宿
と
せ
ば
花
や
今
宵
の
家
主
な
ら
ま
し
 
 

で
あ
り
、
「
花
」
 
は
桜
、
は
か
な
く
虚
ろ
い
易
い
。
無
常
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
「
行
き
 
 

暮
れ
」
 
た
人
生
に
お
い
て
、
は
か
な
く
散
る
は
ず
の
盛
り
の
 
「
花
」
 
の
木
を
宿
と
す
れ
 
 

ば
、
「
花
」
が
一
夜
の
宿
の
家
主
と
な
ろ
う
、
し
か
し
、
「
宿
」
と
し
な
い
の
で
あ
る
か
 
 

ら
 
「
花
」
 
が
今
宵
の
家
主
に
な
る
こ
と
は
な
い
、
と
歌
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

語
り
手
は
、
頼
政
と
忠
度
の
最
期
を
共
に
歌
を
核
と
し
て
語
る
。
歌
人
で
も
あ
る
両
 
 

人
の
最
期
と
し
て
自
然
な
語
り
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
全
く
異
な
っ
た
「
埋
木
の
花
」
 
 

「
桜
の
花
」
と
い
う
題
材
の
最
も
そ
れ
ら
し
さ
、
本
意
を
歌
っ
た
歌
で
語
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

頼
政
の
死
と
忠
度
の
死
と
は
、
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、
極
め
て
似
た
、
共
通
点
 
 

の
多
い
素
材
・
題
材
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
の
話
の
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
も
ほ
 
 

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
全
て
、
二
人
の
 
「
死
」
 
と
い
う
、
人
間
に
お
け
る
 
「
無
常
」
 
の
最
も
 
 

大
き
な
表
出
材
料
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
人
と
も
極
楽
西
方
浄
土
を
願
っ
て
最
期
 
 

の
十
念
を
唱
え
た
、
と
す
る
。
当
時
の
武
人
と
し
て
当
然
の
念
仏
で
あ
る
に
し
て
も
、
 
 

無
常
の
世
で
あ
る
か
ら
こ
そ
浄
土
で
の
「
救
い
」
に
つ
い
て
語
り
手
は
語
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
同
一
の
素
材
・
題
材
を
語
る
に
際
し
て
、
語
り
手
は
、
そ
し
て
そ
の
 
 

語
り
手
を
動
か
す
作
者
は
、
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
示
し
て
い
る
。
 
 

一
方
の
頼
政
は
 
「
自
害
」
 
で
あ
っ
た
と
す
る
。
史
料
に
記
さ
れ
る
限
り
、
伏
誅
が
史
 
 

実
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
で
あ
る
。
他
方
の
忠
度
は
「
討
死
」
 
で
あ
る
の
 
武
人
で
あ
り
 
 

歌
人
で
あ
る
二
人
の
死
は
、
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
物
語
の
作
者
は
、
「
異
な
っ
た
死
」
 
 

を
語
り
手
に
語
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
歌
人
二
人
の
残
し
た
最
期
の
歌
も
、
同
じ
く
「
花
」
 
 

を
素
材
・
題
材
と
す
る
歌
で
は
あ
る
が
、
頼
政
の
歌
は
、
「
埋
木
」
の
 
「
花
」
は
咲
く
こ
 
 

と
も
な
い
、
自
分
も
、
「
花
」
 
つ
ま
り
 
「
盛
」
が
な
か
っ
た
、
「
実
」
 
つ
ま
り
結
実
と
い
 
 

う
「
盛
」
 
の
な
い
 
「
身
」
 
で
あ
り
 
「
我
が
身
」
 
は
悲
し
い
、
哀
れ
で
あ
る
、
と
い
う
述
 
 

懐
の
歌
で
あ
る
。
忠
度
の
歌
は
、
花
の
 
「
盛
り
」
に
、
「
花
」
 
の
木
の
蔭
を
宿
と
す
る
な
 
 

ら
、
そ
の
「
花
」
が
自
分
に
一
泊
の
泊
り
を
許
す
家
主
に
な
る
の
に
と
、
「
盛
り
の
花
」
 
 

を
素
材
・
題
材
と
す
る
。
頼
政
の
歌
と
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
忠
度
の
歌
 
 

は
、
人
生
に
 
「
行
き
暮
れ
て
」
 
い
る
自
分
は
、
も
し
 
「
盛
り
の
花
」
 
に
寄
り
添
っ
て
い
 
 

れ
ば
、
そ
の
 
「
盛
り
の
花
」
が
一
時
で
あ
っ
て
も
拠
り
所
と
な
る
家
主
に
な
っ
た
で
あ
 
 

ろ
う
に
、
と
裏
に
述
懐
を
含
む
歌
で
あ
る
こ
と
は
言
を
保
た
な
い
が
。
 
 
 

二
人
の
歌
が
述
懐
の
意
を
備
え
る
の
は
、
「
死
」
つ
ま
り
人
生
の
最
期
の
折
の
歌
と
し
 
 

て
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
そ
の
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
語
り
 
 

手
に
語
ら
せ
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
述
懐
を
歌
う
素
材
・
題
材
の
「
花
」
は
、
 
 

稿
政
の
歌
と
忠
度
の
歌
と
で
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
武
人
で
あ
り
歌
人
 
 

で
あ
る
二
人
の
死
で
あ
る
が
、
そ
の
死
に
様
は
 
「
一
定
」
 
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
に
見
た
通
り
、
『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
頼
政
の
最
期
評
は
、
そ
の
話
自
体
が
 
 

「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
主
題
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
忠
度
最
期
拝
も
、
 
 

同
様
に
、
そ
の
部
分
主
題
は
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
作
者
の
持
つ
思
想
で
あ
る
。
 
 

共
に
、
部
分
主
題
が
『
平
家
物
語
』
の
貫
丁
重
題
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
に
加
え
て
、
似
た
素
材
・
題
材
を
語
る
両
人
の
最
期
の
詣
を
比
べ
て
み
る
と
、
 
 

同
一
の
事
柄
も
多
い
が
、
極
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
二
人
の
死
の
表
現
は
、
同
一
 
 

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
一
方
は
自
害
で
あ
り
一
方
は
伏
誅
で
あ
 
 

る
と
す
る
、
歴
史
離
れ
を
含
む
 
「
死
に
様
」
 
の
描
写
と
、
こ
の
話
の
核
と
も
言
え
る
和
 
 

歌
、
頼
政
の
 
「
埋
木
の
」
 
の
歌
と
忠
度
の
 
「
行
き
暮
れ
て
」
 
の
歌
の
表
現
と
主
題
の
差
 
 

異
で
あ
る
。
「
埋
木
の
」
の
歌
も
「
行
き
暮
れ
て
」
の
歌
も
、
双
方
共
に
縛
政
詠
・
忠
度
 
 

詠
と
い
う
保
証
が
な
い
、
『
平
家
物
語
』
作
者
の
こ
の
物
語
に
お
け
る
創
作
の
可
能
性
が
 
 

高
い
歌
で
あ
る
だ
け
に
、
両
首
の
相
違
は
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
武
人
の
最
期
の
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井
 
 

犬
 
 

歌
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
、
「
t
定
」
 
で
は
な
い
と
す
る
。
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
 
 

う
部
分
主
題
を
も
貫
l
主
題
を
も
支
え
る
、
和
歌
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
の
主
題
は
、
物
語
の
冒
頭
、
「
祇
園
精
舎
」
 
の
章
の
一
節
、
 
 

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
 
 

衰
の
理
を
顕
す
。
 
 

に
示
さ
れ
て
い
る
、
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
作
者
の
持
つ
思
想
で
あ
る
。
『
平
家
 
 

物
語
』
が
創
ら
れ
た
頃
の
人
々
が
等
し
く
持
っ
て
い
た
思
想
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
 
 

二
言
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
、
深
く
且
つ
広
い
考
え
の
広
が
り
と
深
ま
り
が
あ
る
。
し
 
 

か
し
、
「
常
無
し
」
、
つ
ま
り
 
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
移
り
変
わ
っ
て
、
少
し
も
と
 
 

（
2
0
）
 
 

ど
ま
ら
な
い
こ
と
」
「
変
化
変
遷
す
る
こ
と
」
と
い
う
原
義
は
、
古
来
、
仏
教
諸
宗
派
や
 
 

論
者
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
主
題
が
、
『
平
家
物
語
』
の
ど
の
章
ど
の
記
事
を
取
 
 

り
上
げ
て
も
、
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
は
本
稿
に
見
た
通
り
、
「
世
 
 

は
無
常
で
あ
る
」
 
と
い
う
主
題
の
様
々
な
話
を
、
平
氏
の
登
場
か
ら
そ
の
滅
亡
ま
で
の
 
 

諸
々
の
出
来
事
を
、
歴
史
離
れ
を
行
い
、
歴
史
そ
の
ま
ま
を
語
り
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
 
 

つ
つ
語
り
、
物
語
の
貫
一
主
題
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
が
、
『
平
家
物
語
』
の
主
題
「
世
は
無
常
で
あ
る
」
の
表
出
方
法
な
の
で
あ
る
。
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 

4
 
 

5
 
 ［

注
］
 
 『

平
家
物
語
』
の
引
用
は
拙
著
『
流
布
本
 
平
家
物
語
一
～
四
』
に
よ
る
。
 
 

「
語
り
手
」
 
「
作
者
」
 
の
概
念
は
小
西
甚
一
氏
 
「
批
評
の
文
法
」
 
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賓
」
昭
 
 

和
四
二
年
五
月
）
 
の
定
義
に
よ
る
。
 
 

「
主
題
」
 
の
概
念
は
小
西
甚
一
氏
「
批
評
の
文
法
」
 
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
四
二
牢
五
 
 

月
）
 
の
定
義
に
よ
る
。
 
 

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
引
用
は
北
原
保
雄
氏
・
小
川
栄
一
氏
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
 
本
文
 
 

編
 
上
・
下
』
に
よ
る
。
 
 

『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
は
『
有
朋
堂
文
庫
 
添
平
盛
衰
記
 
上
・
下
』
に
よ
る
。
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8
 
「
寿
永
百
首
家
集
」
 
に
つ
い
て
は
、
森
本
元
子
氏
・
松
野
陽
一
氏
・
井
上
宗
雄
氏
等
の
ご
見
解
 
 

に
従
う
。
 
 

1
9
 
拙
稿
「
『
忠
度
集
』
諸
本
の
奥
書
織
語
に
見
え
る
自
筆
本
伝
承
と
俊
成
対
面
伝
承
－
『
平
家
物
 
 

語
』
・
謡
曲
「
忠
度
」
 
「
俊
成
忠
度
」
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
 
（
『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
・
平
 
 

成
一
八
牢
七
月
刊
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
 
 

2
0
 
中
村
元
氏
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
の
 
「
無
常
」
 
の
項
。
 
 

［
付
言
］
平
成
十
八
年
十
月
に
、
国
立
政
治
大
学
外
国
語
文
学
院
日
本
語
文
学
系
よ
り
大
学
院
「
日
 
 

本
古
典
文
学
研
究
」
 
の
集
中
講
義
の
お
招
き
を
受
け
、
二
週
間
、
訪
台
し
た
。
予
備
日
に
、
同
 
 

大
学
に
お
い
て
本
稿
と
同
題
の
公
開
講
演
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
本
稿
は
そ
の
講
演
の
礎
稿
 
 

を
骨
子
と
し
、
そ
の
後
の
考
察
を
大
幅
に
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

講
演
と
集
中
講
義
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
講
演
の
進
行
役
を
勤
め
て
下
さ
っ
た
国
立
政
 
 

治
大
学
日
本
語
文
学
系
主
任
干
乃
明
教
授
、
訪
台
の
橋
渡
し
を
し
て
下
さ
っ
た
筑
波
大
学
名
誉
 
 

教
授
平
岡
敏
夫
先
生
と
政
治
大
学
日
本
語
文
学
系
黄
錦
客
数
授
、
講
演
の
際
に
質
問
に
立
っ
て
 
 

下
さ
っ
た
黄
教
授
・
小
林
幸
夫
副
教
授
・
吉
田
妙
子
副
教
授
・
慈
暦
大
学
助
理
教
授
内
田
康
君
 
 

・
政
治
大
学
大
学
院
生
林
怜
君
さ
ん
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
 
 

（
い
ぬ
い
 
よ
し
ひ
さ
 
筑
波
大
学
 
名
誉
教
授
）
 
 
 

『
百
錬
抄
』
の
本
文
は
『
新
訂
増
補
 
国
史
大
系
 
百
錬
抄
』
に
よ
る
。
 
 

『
玉
葉
』
の
本
文
は
国
書
刊
行
会
刊
『
玉
葉
』
に
よ
る
。
 
 

『
山
根
記
』
の
本
文
は
『
史
料
大
成
 
山
塊
記
』
に
よ
る
。
 
 

『
愚
管
抄
』
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
 
愚
管
抄
』
に
よ
る
。
 
 

歌
集
の
本
文
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
表
記
を
私
意
に
よ
り
訂
し
て
引
く
。
 
 

『
歌
仙
落
書
』
の
本
文
は
『
中
世
の
文
学
 
歌
論
集
 
こ
に
よ
る
。
 
 

『
無
名
抄
』
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
 
歌
論
集
』
に
よ
る
。
 
 

能
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
 
諦
曲
集
 
上
・
下
』
に
よ
る
。
 
 

「
語
り
場
面
」
 
「
作
中
場
面
」
 
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
流
布
本
 
平
家
物
語
一
』
の
 
 
 

「
解
説
」
 
を
ご
参
照
あ
り
た
い
。
 
 

「
述
主
」
 
の
概
念
は
小
西
甚
一
氏
『
日
本
文
芸
史
』
に
お
け
る
定
義
に
よ
る
。
 
 

『
左
記
』
の
本
文
は
『
史
料
大
成
 
左
記
』
に
よ
る
。
 
 

岩
城
賢
太
郎
氏
 
「
謡
曲
 
（
忠
度
）
 
論
－
「
文
武
二
道
」
 
の
武
人
シ
テ
忠
度
の
造
型
－
」
 
（
「
筑
波
 
 

大
学
平
家
部
会
論
集
 
八
」
・
平
成
一
二
年
一
二
月
）
に
 
「
文
武
二
道
」
 
に
つ
い
て
詳
し
く
説
得
 
 

力
の
あ
る
検
討
が
あ
る
。
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